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た湿地性の植物や草原生の植物が生育している可能

性が高い． それを確認するために 2011 年と 2012

年に植物相の調査を行ったので，報告する．

２．調査地および調査方法

調査地は，長野市芋井地区（図１）の標高約 800

ｍ に 位 置 す る， 広 さ 約 9ha の 水 田 と そ の 周 囲 の 二

次林である．土地所有者の意向により調査水田の詳

しい地名，位置は示さない．水田は，三方を林に囲

まれた南西向きの集水地形に， 等高線に沿った小

規模な水田が 60 枚ほど並ぶ棚田である．灌漑用水

は谷の上部からの湧水を利用しており，他地域から

引き入れてはいない．もともと湿地であった場所を

江戸時代に開田したことが土地所有者に伝わってい

るが，詳しい記録はない．現在まで水路を含め，大

きな圃場整備が行われていない． そのため， 特に

棚田の下段の区画は地下水位が高く水はけが悪い．

また水路はいずれも土側溝であり， 水田間を流れ

る用水路は底質は主に泥， 排水路は主に礫からな

る．これらの水路からゲンジボタル Luciola cruciata  

Motschulsky, 1854 が多数発生することから， その保

護のために 15 年ほど前から農薬の使用を以前より少

なくしている（耕作者への聞き取りによる）． 耕作者

の高齢化から，調査地の約４分の１の水田が耕作放

 １．はじめに

人が利用することによって維持されてきた里山景

観の中でも，低水位の水辺環境で水稲を栽培する水

田には，様々な湿地性植物が生育してきた 1)．また，

草刈りが頻繁に行われる水田の周囲の畦畔や土手

は半自然草地であり，草原生の植物の生育地であっ

た 2)．しかし 1960 年代以降の高度経済成長期になる

と， 生産効率をあげるために， 機械耕作に適した土

地改良や圃場整備によって， 畦畔の改修を伴う乾田

化が大規模に行われた．また，作物以外の植物は「雑

草」として除草剤によって除去され，化学肥料の投入

によって土壌の富栄養化が進んだ．これらは水田内

の植物相を貧弱にし 1)，3)， 貧栄養地を好む畦畔の植

物種を衰退させた 2)．また， 競争力の強い外来植物

が侵入しやすい環境を作り出した 2)．さらに近年では，

圃場整備が困難であった山間地の水田で耕作放棄に

よる森林化が進んでいる 2)．そうした急激な環境の変

化により水田やその周囲の畦畔の植物には， 絶滅が

危惧されるものも少なくない 1)～3)．

今回調査地とする長野市芋井地区の水田は，山間

部の谷間に開かれた小規模な水田が並ぶ棚田であ

る．江戸時代の開田以来，現在まで圃場整備が行わ

れた記録はなく，地下水位が高い水田が残されてい

る．このような水田には，現在少なくなってしまっ
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2011 年と 2012 年に，長野市芋井地区の圃場整備が行われていない約 9ha の水田域とその周辺の二次林の

植物相を調査した．その結果，109 科 502 種の維管束植物を記録した．特徴的な種として，長野県版レッド

データブック掲載種を 9 種確認した．そのうち水田内で見られた 5 種は湿地性の沈水植物と浮遊植物であった．

また，草原を生育地とする種を土手で 2 種，湿草地を生育地とする種を水路とその周囲の畦畔で，林内を生

育地とする種を林縁で，それぞれ 1 種ずつ確認した．他に，水路で県内初記録となるナデシコ科のイトハコ

ベが確認された．今後，これらの希少な植物を含む水田域を，耕作を維持することによって，保全管理するこ

とが求められる．
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ルファベット順とした．学名は YList5) に準拠した．

また，異なる環境間での植物種の種組成類似度を計

るため，Jaccard の共通係数（Cj）を求めた．

３．結果と考察

3.1　特徴的な種と生育環境について

確認された維管束植物は 109 科 502 種であった

（付表）．生育環境別では，水田内で 27 科 53 種，畦畔・

土手で 77 科 346 種， 休耕田で 52 科 167 種， 水路

で 17 科 27 種，林内・林縁で 87 科 277 種であった．

異なる環境間での類似度は，畦畔・土手と林内・林

縁との間（Cj ＝ 0.369）と，畦畔・土手と休耕田と

の間（Cj ＝ 0.315）で比較的高い値を示した（表１）．

畦畔や土手はこれらの環境に接する場所で植生が連

続し，共通の種が出現しやすいためと考えられる．

一方，水路と林縁・林内との間が最も低い値だった

（Cj ＝ 0.024）．

記録された植物種の中で，長野県版レッドデータ

ブック維管束植物編 6) に掲載されている絶滅危惧種

は，次の 9 種であった．

イトトリゲモ Najas gracillima （A.Braun ex Engelm.） 

Magnus（絶滅危惧Ⅰ A 類）：一年生の沈水植物．県

内では長野市内を含む北部と南部にわずかに確認さ

れている 6)．本調査地では数ヶ所の水田内で見られ

た．開花は確認していないが，8 月下旬に結実を確

認した．

サガミトリゲモ Najas chinensis N.Z.Wang（絶滅危

惧Ⅰ A 類）：一年生の沈水植物．県内では長野市内

を含む北部と中部にわずかに確認されている 6)．本

調査地では数ヶ所の水田内で見られた．イトトリゲ

モより生育場所は少なかった．開花は確認していな

いが，8 月下旬に結実を確認した．

サンショウモ Salvinia natans （L.） All.（絶滅危惧Ⅱ

類）：一年生の浮遊性水生シダ植物．県内では長野

市内を含む全県で確認されているが，生育地は少な

い 6)．本調査地では数か所の水田内で見られた．

ノジトラノオ Lysimachia barystachys Bunge（絶滅

危惧Ⅱ類）：湿り気のある原野に生育する多年生草

本．県内では全県で生育記録があるが，近年は北部

で確認されていなかった 4)，6)．本調査地では水田と

道の間の土手で 10 個体ほどが見られた．7 月上旬

に開花を，9 月に下旬に結実を確認した．オカトラ

ノオ L. clethroides Duby との雑種であるノジオカト

ラ ノ オ L. barystachys Bunge × L. clethroides Duby が

棄された休耕田で，耕作地内にパッチ状に混じる．

調査は 2011 年の 6 月から 10 月までに月に 1 回，

2012 年の 5 月から 10 月までに月に 2 回，計 17 回

行った．1 回につき 3 から 4 時間かけて調査地の水

田の周囲の土手や道，水田域を取り囲む二次林の林

縁から 3 ｍ内を踏査し， 目視で確認された維管束

植物を記録した． また， 目視で同定できなかった

種については標本を作成し， 同定を行った． ただ

し，イネ Oryza sativa L. のように明らかに耕作地で

栽培されている植物や，コスモス Cosmos bipinnatus 

Cav. のように畦畔で観賞用に植栽されている植物に

ついては記録の対象外とした．また，かつての観賞

用の植物が，休耕田や手入れをされていない畦畔で

自然繁殖していると判断される場合には「植栽」と

して記録した．一部の畦畔では土を止める杭に利用

し た カ マ ツ カ Pourthiaea villosa （Thunb.） Decne. var. 

villosa とヤナギ類 Salix spp. の枝が発根し， 枝葉を

伸ばしていたので，これらは「植栽」とみなした．

調査では，5 つの生育環境，すなわち「水田内」，「畦

畔・土手」，「休耕田」，「水路」，「林内・林縁」に分

けて目録を作成した．畦畔や土手はそれぞれ接する

土地の状況（水田か休耕田か道か，など）や耕作者

によって，草刈りの頻度に差が見られるが，区分が

難しいため一律に「畦畔・土手」とした．目録中の

配列は，科名を長野県植物誌 4) に，属名，種名をア

図1 調査地の位置．点線は市町村境を示す．図１　調査地の位置．点線は市町村境を示す．
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以上 9 種のうち，水田内で確認された種がイトト

リゲモ，サガミトリゲモ，サンショウモ，ミズオオ

バ コ， イ ヌ タ ヌ キ モ の 5 種 と 多 か っ た． こ の う ち

サガミトリゲモを除く 4 種は， 本調査地と同じ芋

井地区内のため池とその周辺の水田で，2009 年に

生育が確認されている 7)．この地域は山間地で大規

模な水田の圃場整備が行われておらず，こうした希

少な植物が生育する水田の環境が残されていると考

えられる．

水田内には維管束植物以外にも，長野県版レッド

データブック非維管束植物編・植物群落編 8) に掲載

されている，藻類のシャジクモ Chara braunii Gmelin

（絶滅危惧種）と浮葉性蘚苔類のイチョウウキゴケ

Ricciocarpus natans （L.） Corda（情報不足）が確認さ

れ た． 水 田 内 で 見 ら れ た こ れ ら 7 種 の う ち， 浮 遊

性が高いイチョウウキゴケ以外は，いずれも棚田状

の水田面のうち，上段と接する水の取り入れ口に近

い場所に見られた．これらの種にとって湿り気が高

く，冬でも土が乾燥しない場所が生育適地であると

考えられる．

確 認 さ れ た 絶 滅 危 惧 種 の う ち， 草 原 生 の ノ ジ ト

ラ ノ オ と ス ズ サ イ コ の ２ 種 は， ど ち ら も 同 じ 土

手 の 面 で 見 ら れ た． こ の 土 手 で は 他 に リ ン ド ウ

Gentiana scabra Bunge var. buergeri （Miq.） Maxim. ex 

Franch. et Sav. や コ オ ニ ユ リ Lilium leichtlinii Hook.f. 

f. pseudotigrinum （Carrière） H.Hara et Kitam.，ユウス

ゲ Hemerocallis citrina Baroni var. vespertina （H.Hara） 

M.Hotta などの草原生の種が， 調査地内の他の畦畔

や土手の面よりも高い頻度で見られた．この土手が，

日当たりや草刈りの頻度などにより，そうした種の生

育に適した環境に維持されてきたと考えられる．

絶 滅 危 惧 種 以 外 の 特 徴 的 な 種 を 環 境 別 に 挙 げ る

と，水田内で一般に山間地の池沼や湿地に生育する

ミ ツ ガ シ ワ Menyanthes trifoliata L. が 見 ら れ た． 開

隣接して生育していたことから，今回ノジトラノオ

と判断した個体においても雑種である可能性を否定

できない．開花していない幼個体も見られた．

ミズオオバコ Ottelia alismoides （L.） Pers.（絶滅危

惧Ⅱ類）：一年生の沈水植物．県内では長野市内を

含む全県で確認されているが， 生育地は少ない 6)．

本調査では数ヶ所の水田内で群落が見られた．8 月

上旬に開花を，9 月上旬に結実を確認した．

ノダイオウ Rumex longifolius DC.（準絶滅危惧）：

湿草地に生育する多年生草本．県内では全県で確認

されているが， 生育地の減少が懸念されている 6)．

本調査では水路沿いで数十株の群落が見られた．6

月下旬に開花を確認したが，水路の維持のために 7

月下旬に地上部が刈り取られ，結実まで至ったもの

はわずかであった．

スズサイコ Vincetoxicum pycnostelma Kitag.（準絶

滅危惧）：日あたりのよい草地に生育する多年生草

本．県内では全県で確認されているが，自然遷移な

どによる生育地の減少が懸念されている 6)．本調査

ではノジトラノオと同じ水田脇の土手で 20 個体ほ

どがまばらに生育しているのが見られた．7 月上旬

に開花を，10 月上旬に結実を確認した． 幼個体も

見られた．

イ ヌ タ ヌ キ モ Utricularia australis R.Br.（準 絶 滅 危

惧）：一年生の浮遊植物．県内では全県で確認され

ているが，生育地の減少が懸念されている 6)．本調

査では水田内と休耕田で見られた．開花を確認して

いないが 10 月上旬に多くの株で殖牙を確認した．

ギンラン Cephalanthera erecta （Thunb.） Blume（準

絶滅危惧）：林内に生育する多年生草本． 県内では

全県で確認されているが， 採集などによる減少が懸

念されている 6)． 本調査では水田を囲む二次林の林

縁で 5 月下旬に 1 株のみ開花を確認した． 結実前の

7 月下旬に草刈りによって地上部は刈り取られた．

表１　各環境間の種組成の類似度を示す Jaccard の共通係数（Cj）の値．（Cj ＝ 0 のとき 2 つの環境間で共
通する種はなく，Cj ＝ 1 のとき全て共通．）

環境 水田内 畦畔・土手 休耕田 水路 林内・林縁

水田内 ― 0.093 0.208 0.159 0.051

畦畔・土手 ― ― 0.315 0.051 0.369

休耕田 ― ― ― 0.114 0.196

水路 ― ― ― ― 0.024

林内・林縁 ― ― ― ― ―
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いる 15)～21)．また，埼玉県では県内希少野生動植物

種として条例で保護されている 22)． 今回の調査で

確認されたイトハコベは，幅 15㎝ほどの土側溝の，

流れを分岐させる集水桝とその上流 3 ｍほどの範

囲に，10 株程度が確認された． 他の国内の生育地

が低地の沼地や河川沿いの湿地であることから，本

調査地では水田に改修される以前の湿地で生育して

いたものが，開田後も比較的流れが緩やかな水路の

一部でわずかに生育してきたものと考えられる．今

田前の湿地に生育していたものが，湧水を利用する

水田で生き残っていると思われる．

畦畔や土手では，湿った草地や水辺を好むショウブ

Acorus calamus L. や，ハリコウガイゼキショウ Juncus 

wallichianus Laharpe，ゴウソ Carex maximowiczii Miq.，

明るい 草 地を好むカワラナデシコ Dianthus superbus 

L. var. longicalycinus （Maxim.） F.N.Williams や ワレ モ

コウ Sanguisorba officinalis L.， ツルフジ バカマ Vicia 

amoena Fisch. ex Ser.，また， やや乾いた草地を好む

クララ Sophora flavescens Aiton やイブキジャコウソウ

Thymus quinquecostatus Celak.，キリンソウ Phedimus 

aizoon （L.） 't Hart var. floribundus （Nakai） H.Ohba な

どが見られた． 水分条件や草刈りの頻度などが異な

る畦畔や土手がモザイク状に分布しているために，こ

れらの多様な草原性や湿地性の植物種が狭い水田域

で見られるのだろう．

休耕田では， 水田区画による優占種や構成種の差

異が見られた．最も放棄からの年数を経ていると考え

られるヨシ Phragmites australis （Cav.） Trin. ex Steud.

が優占する区画では，ヤナギ類の侵入が目立ち，周

辺 部 に サ ワ ヒ ヨ ド リ Eupatorium lindleyanum DC. や

ヤ チ ア ザ ミ Cirsium shinanense T. Shimizu が 多 数 見

ら れ た． 一 部 に ミ ズ オ ト ギ リ Triadenum japonicum 

（Blume） Makino も 確 認 さ れ た． そ の 他 に サ ク ラ

タ デ Persicaria macrantha （Meisn.） Haraldson subsp. 

conspicua （Nakai） Yonek. が優占する区画やコブナグ

サ Arthraxon hispidus （Thunb.） Makino が優占する区

画も見られた．これらの差異は耕作放棄からの年数

や土壌の水分条件によると考えられる．

水 路 で は ヒ メ レ ン ゲ Sedum subtile Miq. や イ ト ハ

コベ Stellaria filicaulis Makino（図２） の生育が特徴

的であった．特にイトハコベは長野県内でこれまで

記録がなく 4)， 6)，初めて生育が確認された．湿地性

の種で，国内ではこれまで青森県から関東北部が分

布域とされており 9)，本調査地は分布の西限にあた

る．国外では朝鮮・中国東北部・モンゴルに分布す

る 9)．近年，国内では生育地の開発や環境の変化の

ために激減しており，山形県 10) と茨城県 11) ではす

でに絶滅，他の県でも確認されている生育地は数ヶ

所ずつである（図３）．最近北海道でもわずかに生

育が確認されており 12)，こうした局所的な分布から，

国外から水鳥が運んできたとの指摘がある 13)． 環

境省のレッドリストで絶滅危惧Ⅱ類 14)， 近年まで

生育が確認されている 7 県の絶滅危惧種リストで，

いずれも絶滅に次ぐ最も高いランクに指定されて

図2 調査地で確認されたイトハコベ．図２　調査地で確認されたイトハコベ．

図３　イトハコベの国内の生育地．白丸が既存の生育地，
黒丸が今回発見された生育地．
環境省絶滅危惧種分布情報公開ページ：
http://www.sizenken.biodic.go.jp/va2007/index.
html，
千葉県生物多様性センター A 最重要保護生物種子植
物：
http://www.bdcchiba.jp/endangered/rdb-a/rdb-p/
rdb-2009312-4.pdf ，
埼玉県植物誌（1998）による．

図3 イトハコベの国内の生育地．白丸が既図 イト 国内 生育地．白丸が既
存の生育地，黒丸が今回発見された生育地．
環境省絶滅危惧種分布情報公開ページ：
http://www.sizenken.biodic.go.jp/va2007/
index.html，
千葉県生物多様性センターA最重要保護生物
種子植物：
http://www.bdcchiba.jp/endangered/rdb-
a/rdb-p/rdb-2009312-4.pdf ，
埼玉県植物誌（1998）による．埼 県植物誌（ ）による
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後，当地での繁殖など生育状況をモニタリングする

とともに，生育地である水路の環境の維持など，適

切な保全管理を検討することが求められる．

以上の水田や畦畔，水路に生育する植物は，一般

にイネの栽培で使われる除草剤の影響を受けやす

い．しかし，本調査地では 15 年ほど前から除草剤

を含む農薬の利用を抑えている．このことは，今回

の調査で多くの絶滅危惧植物が確認できた要因の一

つであると考えられる．

水 田 の 周 囲 の 二 次 林 で は， 絶 滅 危 惧 種 以 外 に

特 徴 的 な 種として， 林 縁 にタカトウダイ Euphorbia 

lasiocaula Boiss. や ア ケ ボ ノソ ウ Swertia bimaculata 

（Siebold et Zucc.） Hook.f. et Thomson ex C.B.Clarke，

オオヒナノウスツボ Scrophularia kakudensis Franch. が

確認された． 林縁部で適度な明るさに保たれており，

また草刈りが頻繁でないことが，これらの種の生育に

適当な環境となっていると考えられる．

調査地内では 13 科 29 種の外来植物が確認された．

その中には， 環境省が定める要注意外来生物であ

るブタクサ Ambrosia artemisiifolia L. とオオブタクサ

Ambrosia trifida L. が含まれる．本調査地で記録され

た全維管束植物のうち，外来植物が占める割合は 5.8 

% と低かったが，その理由の一つとして，現在まで

圃場整備による大きな攪乱がなかったことが挙げら

れる．一方で休耕田の一部でアメリカセンダングサ

Bidens frondosa L. が繁茂している場所も見られた．

これらの拡大や新たな種の侵入を注視する必要があ

るだろう．

3.2　水田の今後の管理について

水田や畦畔の維持には人の手による管理が欠かせ

ない．休耕田に特徴的な種も見られるが，浅い水辺

を好む絶滅危惧種の多くが水田内にのみ見られたこ

とから，農薬の使用量を含め，耕作方法をこれまで

通り維持することが必要であろう．畦畔も土壌水分

や草刈りの頻度などによって，さまざまな草原生の

植物種が見られるので，同様に管理の継続が求めら

れる．耕作者の高齢化，担い手不足などの要因によ

り，今後，管理が困難になることが懸念されるが，

豊かな植生を含む棚田の景観と生物相を，人が維持

してきた文化遺産として，後世に残す仕組み作りが

必要であろう．地域内外からの担い手確保，小学校

との連携，ビオトープとしての管理など，様々な工

夫を模索していくことが今後早急に求められる．
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付表　長野市芋井地区の水田とその周辺の植物目録
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